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新
し
い
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
定
義
の
名

称
は
、
現
行
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
の
違

い
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
た
め

「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
と
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
狭
義
の
「
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
正
味
ゼ
ロ
ま

た
は
マ
イ
ナ
ス
の
住
宅
」
の
意

味
で
用
い
る
場
合
、『
Ｚ
Ｅ
Ｈ
』

と
し
て
い
た
が
、
新
し
い
定
義

で
は
狭
義
の
場
合
は『
Ｇ
Ｘ 

Ｚ

Ｅ
Ｈ
』
と
表
現
す
る
。
ま
た
、

現
在
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
同
様
に
、
Ｇ

Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
で
も
種
類
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
広
い

概
念
を
表
す
場
合
は「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ

Ｅ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
」
と
呼
び
、
区

別
す
る
。
具
体
的
な
種
類
は

「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
」、「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ

Ｅ
Ｈ
」、「
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
」、「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ 

Ｏ

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
」の
４
つ
で
、

図
１
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ

れ
て
い
る
。

外
皮
性
能
、 

一次
エ
ネ
削
減
率
に
加
え
、 

設
備
の
必
須
要
件
も

Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
判
断
基
準
、

つ
ま
り
性
能
は
、
現
行
の
Ｚ
Ｅ

Ｈ
に
比
べ
大
幅
に
高
め
ら
れ
て

い
る
の
が
大
き
な
特
長
だ
。

現
行
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
で
求
め

ら
れ
て
い
る
断
熱
・
省
エ
ネ
性

能
は
、断
熱
等
性
能
等
級
５
、一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
率

20
％
以
上
、
こ
れ
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
加
え
て
、
基

準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
か

ら
１
０
０
％
以
上
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
と
し
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ

Ｈ
」で
は
、①
住
宅
性
能
表
示
制

度
に
お
け
る
断
熱
等
性
能
等
級

６
の
基
準
を
満
た
す
、
②
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
除
き
、

基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

か
ら
35
％
以
上
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
削
減
、
③
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
（
容
量

不
問
）、
④
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
加
え
て
、
基
準
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
か
ら
１
０

０
％
以
上
１
１
５
％
未
満
の
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
―

―
の
４
つ
の
定
量
的
要
件
を
す

27
年
４
月
ス
タ
ー
ト

新
た
な
Ｚ
Ｅ
Ｈ
、断
熱
等
級
６
が
要
件

Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
定
義
が
確
定

T O P I C S

地方自治体で
独自の省エネ基準策定が相次ぐ
山梨県は補助制度も導入

地方自治体で独自の省エネ基準を策定する動きが相次
いでいる。青森県では、今年４月に断熱等級6、C値0.7以
下などを基準とした「あおもりGX住宅スタイル」を策定。
一方、山梨県では、断熱等級6以上、長期優良住宅である
こと、ゼロエネルギー性能であることなどを性能基準と
した「やまなしKAITEKI住宅」という認定制度とその住宅
に対する補助制度を今年10月から開始した。「やまなし
KAITEKI住宅」では最大100万円の補助が受けられる。

あおもりリビングスタイルガイドライン
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kendo/
kenju/aomorilivingstyle.html

やまなしKAITEKI住宅
https://kaiteki-jyutaku.yamanashi.jp/

べ
て
満
た
す
住
宅
と
し
た
。

断
熱
性
能
に
つ
い
て
は
、
断

熱
等
性
能
等
級
６
と
さ
れ
、
現

行
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
等
級
５
か
ら
ワ

ン
ラ
ン
ク
高
め
ら
れ
た
。

設
備
要
件
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
な
ど
の
高
度
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
、

初
期
実
行
容
量
５
ｋ
Ｗ
ｈ
以

上
の
定
置
用
蓄
電
池
の
導
入

が
必
須
要
件
だ
。

さ
ら
に
、「
建
築
士
は
建
築
主

に
対
し
て
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
／
Ｖ

２
Ｈ
充
電
設
備
（
充
放
電
設
備
）

の
導
入
検
討
に
あ
た
り
必
要
な

情
報
の
説
明
を
行
う
こ
と
」
と

い
う
推
奨
事
項
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。

そ
の
ほ
か
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
シ

リ
ー
ズ
で
は
、「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ

＋
」と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。

Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
年

間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
マ
イ
ナ
ス
の
住
宅
と
し
た
も

の
。
そ
の
性
能
は
、
Ｇ
Ｘ 

Ｚ

Ｅ
Ｈ
で
求
め
ら
れ
る
性
能
に
加

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

を
加
え
て
、
基
準
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
か
ら
１
１
５
％
以

上
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

削
減
と
な
っ
て
い
る
。
大
幅
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
が
求
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
断
熱
性
能
や

省
エ
ネ
設
備
な
ど
の
工
夫
も
必

要
と
な
り
そ
う
だ
。

Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
２
０
２
７

年
4
月
以
降
か
ら
適
用
を
開
始

す
る
。
現
行
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
定
義

に
つ
い
て
は
、
新
規
認
証
は

２
０
２
８
年
3
月
ま
で
可
能
と

し
て
い
る
。

（
一
社
）
環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
（
以
下
、
Ｓ
Ｉ
Ｉ
）
が
、

令
和
６
年
度
の
戸
建
向
け
Ｚ
Ｅ

Ｈ
補
助
事
業
で
交
付
決
定
し
た

住
宅
の
実
績
値
を
集
計
・
分
析

し
た
結
果
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
交
付
決
定

件
数
を
区
分
別
に
み
る
と
、
断

熱
等
級
６
と
同
等
の
Ｕ
Ａ
値
の

ク
リ
ア
な
ど
を
必
須
要
件
と
し

た
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
ハ
イ
グ
レ
ー
ド

仕
様
あ
り
」の
割
合
が
56
・
4
％

と
最
も
多
く
な
り
、
同
事
業
の

な
か
で
高
い
断
熱
性
能
を
持
つ

Ｚ
Ｅ
Ｈ
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

同
結
果
を
詳
し
く
み
る
と
、

交
付
決
定
の
総
数
は
５
６
９
０

件
。
こ
の
う
ち
、「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
は

５
４
８
件
と
１
割
未
満
だ
っ
た

の
に
対
し
、
通
常
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
よ

り
も
高
い
省
エ
ネ
性
能
を
求
め

た
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
」
は
５
１
４
２

件
と
そ
の
大
半
を
占
め
た
。
さ

ら
に
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
」
の
内
訳
を

み
る
と
、
一
般
住
宅
に
対
し
て

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減

率
30
％
以
上
、
断
熱
等
性
能
等

級
6
以
上
の
外
皮
性
能
を
要
件

と
し
、
通
常
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
」

よ
り
も
高
い
省
エ
ネ
性
能
を
求

め
た
「
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
仕
様
あ

り
」
の
件
数
は
３
２
０
８
件
と

な
り
、「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
」
全
体
の

62
・
4
％
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
。

同
調
査
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｉ
で
は
こ

の
結
果
に
つ
い
て
「
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
仕
様
の
割
合
の
高
さ

は
、
住
宅
の
高
性
能
化
が
市
場

で
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
状
況
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
今
後
は
よ
り
高
度
な
省
エ

ネ
・
断
熱
仕
様
が
標
準
化
し
て

い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
」
と

分
析
し
て
い
る
。

新
た
な
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
な
る
「
Ｇ
Ｘ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
の
定
義
が
確
定
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
の
水
準
の
省
エ
ネ
性
能
の
確
保
と
い

う
国
の
２
０
５
０
年
の
目
標
達
成
に
向
け
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
定
義
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
も
の
。
そ
の
要
件
は
断
熱
等
級
６
、再
エ
ネ
除

く
一
次
エ
ネ
消
費
量
削
減
率
35
％
以
上
、再
エ
ネ
含
む
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
率
は
最
大
１
１
５
％
以
上
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
蓄
電
池

の
導
入
な
ど
、現
行
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
性
能
を
大
幅
に
上
回
る
。
新
た
な
誘
導
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、省
エ
ネ
住
宅
に
求
め
ら
れ
る
性

能
は
次
の
段
階
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
は
、戸
建
住
宅
に
絞
っ
て
紹
介
し
て
い
く
。

戸建住宅の新しいZEHの定義

Ｓ
Ｉ
Ｉ
が
集
計・分
析

Ｒ
６
年
度
Ｚ
Ｅ
Ｈ
補
助
事
業

「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋

  

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
仕
様
あ
り
」が
56・４
％

GX ZEH＋
外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備
え、再生可能エネルギー等により年間の一次エネル
ギー消費量がマイナスの住宅

GX ZEH
外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備
え、再生可能エネルギー等により年間の一次エネル
ギー消費量が正味ゼロまたはマイナスの住宅

Nearly GX ZEH
GX ZEH を見据えた先進住宅として、外皮の高断熱
化及び高効率な省エネルギー設備を備え、再生可能
エネルギー等により年間の一次エネルギー消費量を
ゼロに近づけた住宅

ZEH Oriented

GX ZEH を指向した先進的な住宅として、外皮の高
断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備えた住宅

（多雪地域・都市部狭小地※ 1 ※ 2 に建築された住宅に
限る）
※1 多雪地域とは、建築基準法で規定する垂直積雪量が100cm以
上に該当する地域。
※2 都市部狭小地とは、北側斜線制限の対象となる用途地域等（第
一種及び第二種低層住居専用地域、第一種及び第二種中高層住居
専用地域、田園住居地域並びに地方自治体の条例において北側斜
線規制が定められている地域）であって、敷地面積が85㎡未満である
土地。ただし、住宅が平屋建ての場合は除く。

GX ZEH＋ GX ZEH Nearly
GX ZEH

GX ZEH
Oriented

省エネ
性能

断熱性能 断熱等性能等級６（UA 値・ηAC値）

再エネ除く
一次エネ消
費量削減率

35％以上

再エネ 容量問わず導入 ―

再エネ含む一次エネ
消費量削減率 115％以上 100％以上

115％未満
75％以上
100％未満 ―

設備要件① 高度エネルギーマネジメントの導入（ZEH Oriented
は蓄電池の充電量・放電量を制御できることは除く）

設備要件② 定置用蓄電池の導入 ―

推奨事項

建築主に対するEV充電設備／
V2H充電設備の導入検討に必要な情報の説明

建 築 主 に
対する再生
可能エネル
ギー導入検
討に必要な
情報の説明

戸建住宅のGX ZEHシリーズの判断基準（定量的な定義）



誘導基準の仕様基準（等級５水準）ご紹介

パラマウント硝子工業では、誘導基準の仕様基準に対応した商品を豊富にラインアップ。
2030年の義務基準の引き上げを見据えた断熱性能強化に、ぜひご活用ください。
省エネ基準の義務基準は2030年までに性能レベルが引き上げられます。その基準がZEH外皮強化基準（等級５水準）です。こうした背景からZEH外皮強化基
準は今、急速に普及拡大しています。一方、ZEH外皮強化基準は仕様基準が設けられており、パラマウント硝子工業では対応する商品を豊富にラインアップし
ています。各地域別の推奨断熱仕様をご紹介します。
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